
第 3 部

館山小学校３年　蜂
は ち や

谷　蒼
そ ら

空　「たて山ｓｅａランド」

１０年後の館山は、モノレールが通っていて、海に水族館や
遊園地ができて、船で行き来している。

※学年は平成 27 年度時点

前期基本計画
館山のまちづくり絵画コンクール　最優秀賞作品
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 重点プラン

　重点プランとは、館山市が掲げる将来都市像「笑顔あふれる 自然豊かな“あったか ふるさ

と”館山」の実現に向け、前期基本計画期間の５年間の中で、分野横断的かつ重点的に取り組

む施策・事業をまとめたものです。

　この重点プランについては、平成27（2015）年度から31（2019）年度を計画期間とする『館

山市まち・ひと・しごと創生総合戦略』の基本目標と密接に関連付けることで、より実効性を高め

るものとします。

　ただし、『館山市まち・ひと・しごと創生総合戦略』は、人口減少の克服と地方創生を目的と

して策定されたものであるため、それらに特化した取組が中心であるのに対し、重点プランの事

業展開はより広範囲なものとなっています。

　■『前期基本計画』と『館山市まち・ひと・しごと創生総合戦略』との計画期間の関係

　重点プランでは、館山市の特性や強みを最大限に活かすことで、弱みも克服していくことを趣

旨とします。

　館山市には、34.3㎞の変化に富んだ海岸線や波穏やかな鏡ヶ浦から望む富士山と夕日の絶

景に加え、マリンスポーツや夏の海水浴にも適した魅力あふれる“海”があります。

　また、温暖な気候と恵まれた自然環境のもとで育てられた農産物や新鮮な魚介類など、“食”

の豊かさは、全国にも誇れる地域の宝です。

　これらの地域資源に磨きをかけ、活かしていくことで、館山市の将来を担う“若者”の「しご

と」をつくり、「まち」の活性化を図るとともに、「“ふるさと”館山」に対する誇りや郷土愛、地

域の支え合いをはぐくみます。

平成27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

館山市まち・ひと・しごと創生総合戦略

前期基本計画
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　重点プランの趣旨を踏まえ、次のとおり、４つの重点プランを設定します。

　“海”の魅力を最大限に活かした「しごと」の創出と地域
の活性化を図るとともに、“海”の安心・安全を守り、その
魅力をさらに高めていきます。

主な

施策・事業

◆“海”に関連した「しごと」を創出する
・企業誘致推進事業…………………………………………………………P.100
・創業促進支援事業…………………………………………………………P.100

◆“海”の魅力を活かした地域の活性化を図る
・オリンピック・パラリンピックの
　　　　レガシー（遺産）を見据えたまちづくり………………………P.  82
・館山若潮マラソン大会の魅力向上………………………………………P.  82
・移住・定住促進事業………………………………………………………P.102

◆“海”の安心・安全を守る
・海・浜空間利用者のマナー向上…………………………………………P.  89
・海水浴場の開設……………………………………………………………P.  89
・津波防災まちづくり事業…………………………………………………P.130

　“食”の豊かさを活かし、地域の産業を活性化させると
ともに、生産者を支え、消費拡大と雇用の創出につなげて
いきます。

主な

施策・事業

◆“食”の消費拡大と「しごと」の創出を図る
・創業促進支援事業（再掲）………………………………………………P.100
・「食のまちづくり」の推進による地域産業の活性化…………………P.104

◆“食”の生産者を支える
・有害鳥獣対策事業…………………………………………………………P.  95
・農地の保全と有効活用……………………………………………………P.  95

の魅力アッププラン

の豊かさアッププラン食

海
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　将来を担う“若者”が、やりがいのある「しごと」に就
き、安心して結婚・出産・子育ての希望をかなえることが
できる環境を整えます。

主な

施策・事業

◆“若者”がやりがいのある「しごと」に就くことができる
・新たな雇用の創出…………………………………………………………P.100
・企業誘致推進事業（再掲）………………………………………………P.100
・創業促進支援事業（再掲）………………………………………………P.100
・地域のニーズをとらえた就業支援の強化………………………………P.100
・「食のまちづくり」の推進による地域産業の活性化（再掲）………P.104

◆“若者”が安心して結婚・出産・子育ての希望をかなえることができる
・母子保健事業………………………………………………………………P.  54
・保育園・こども園における保育サービスの充実………………………P.  55
・「元気な広場」運営事業…………………………………………………P.  55
・子ども医療費給付事業……………………………………………………P.  55
・保育園・幼稚園・こども園の整備充実…………………………………P.  56
・保育園・幼稚園・こども園における安全対策の充実…………………P.  56

の元気アッププラン若者
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　市民の「“ふるさと”館山」に対する誇りや郷土愛を高
め、地域の支え合いをはぐくむとともに、行政サービスの
維持・向上に努め、いつまでも安心して暮らせる、持続可
能なまちづくりを推進します。

主な 

施策・事業

◆“ふるさと”への誇りと郷土愛を高める
・「生きる力」を育成する教育の推進……………………………………P.  72 
・遠距離通学支援事業………………………………………………………P.  73 
・学校施設の整備充実………………………………………………………P.  73 
・学校給食センターの整備・運営…………………………………………P.  73
・空き家対策…………………………………………………………………P.108 
・東関東自動車道館山線等の整備促進……………………………………P.113 
・都市計画道路船形館山線（船形バイパス）の整備……………………P.113 
・域内公共交通の確保・維持………………………………………………P.116

◆地域の支え合いをはぐくむ
・「地域包括ケアシステム」の構築………………………………………P.  58 
・地域で高齢者を支える体制づくり事業…………………………………P.  58 
・救急医療体制確保事業……………………………………………………P.  65 
・コミュニティ医療推進事業………………………………………………P.  67
・保健・医療・福祉に関する総合相談体制の整備………………………P.148

 

◆行政サービスの維持・向上に努める
・広域ごみ処理施設の整備促進……………………………………………P.122 
・行財政改革の推進…………………………………………………………P.148 
・公共施設等総合管理計画の策定及び実施………………………………P.148 
・地方公会計の整備及び活用………………………………………………P.148 
・市税等の徴収率向上による自主財源の安定確保………………………P.148

※複数のプランに重複する事業については、（再掲）を付しています。

の誇りアッププランふるさと
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■ 重点プランの位置付け

〈将来都市像〉　笑顔あふれる 自然豊かな 「あったか ふるさと」館山

「ひと」
をはぐくむ

重視する4つの視点

「しごと」
を創る

「まち」
を築く

「くらし」
を支える

  

基
本
目
標
1　
子
育
て
・

福
祉
・
医
療

  

基
本
目
標
2　
教
育
・
文
化

  

基
本
目
標
3　
産
業
・
経
済

  

基
本
目
標
4　
基
盤
整
備

  

基
本
目
標
5　
環
境
共
生

  

基
本
目
標
6　
防
災
・
安
全

  
基
本
目
標
7　
市
民
参
画
・

行
政
運
営

「
互
い
に
助
け
合
い

　

誰
も
が
健
康
で　

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

「
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
も
ち

　

心
豊
か
な
人
材
が
育
つ
ま
ち
」

「
地
域
に
根
ざ
し
た
産
業
で

　

に
ぎ
わ
い
と
豊
か
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」

「
生
活
基
盤
が
充
実
し

　

快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」

「
人
と
自
然
が
共
生
す
る

　

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」

「
市
民
の
安
全
が
確
保
さ
れ　

地
域
ぐ
る
み
で

　

支
え
合
う　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

「
市
民
と
行
政
が
協
力
し　

と
も
に
考
え

　

と
も
に
築
く　

持
続
可
能
な
ま
ち
」

前期基本計画
【重点プラン】

◆将来都市像の実現に向
け、分野横断的かつ重点
的に取り組む施策・事業

◆計画期間
平成28年度～32年度

〈まちづくりの手法〉

幅広い連携 協動のまちづくり
優先する取組への

重点的配分
PDCAの徹底

館山市まち・ひと・しごと創生

総合戦略
【基本目標】

◆人口減少の克服と地
方創生を目的として取り
組む施策・事業

◆計画期間
平成27年度～31年度

まち・ひと・しごと創生法
（平成 26 年法律第 136 号）

に基づき策定

“海”の魅力
アッププラン

“海”の魅力に
磨きをかける

“食”の豊かさ
アッププラン

“食”の豊かさで
人をひきつける

“若者”の元気
アッププラン

“若者”の夢と
希望をかなえる

“ふるさと”への誇り
アッププラン

未来に誇れる
“ふるさと愛”をはぐくむ
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【前期基本計画の構成と見方】
　
・「基本計画」では、７つの基本目標（分野）ごとに中表紙を設け、その裏面に、そこ

に体系づけられる「基本施策（節）－施策」を記載しています。

・各基本施策（節）については、以下のとおりの構成で記載しています。

■ 記載内容

① 現 状 と 課 題 　館山市の現状や今後解決すべき課題を記載しています。

② 基 本 方 針 　展開する施策の基本的な考え方を記載しています。

③ 施 策 の 体 系 　基本方針を踏まえ、課題を解決するための具体的な施策を体系的に
整理しています。

④ 施 策 の 展 開 　施策ごとに、計画期間中に実施する具体的な事業を記載しています。

⑤ 成果指標・目標

　施策の成果を測るための指標として、数値目標を設定しています。
　原則として、以下のとおり記載しています。
　　　　＜現状値＞　平成26年度の実績値
　　　　＜目標値＞　平成32年度の目標値
　上記以外の指標設定をしている場合は、注記等を記載しています。
　なお、現状値が「―」のものについては、新たな取組等で、現状値が
数値で表せないものです。

60

第3節	障害者福祉の充実

■	 現状と課題
●平成 27年３月に、「一人ひとりが尊重しあい、生き方を選び、共に輝く文化福祉都市」を基本

理念として、『第４次館山市障害者計画』を策定しました。この計画では、「安全・安心」、「差別

の解消及び権利擁護の推進」、「行政サービス等における配慮」といった分野の施策を新たに加え、

障害の有無にかかわらず、誰もが相互に人格と個性を尊重し、支え合う、共生社会の実現に向け

た取組の推進を図ることとしています。

●館山市では、少子高齢化を受けて人口が徐々に減少する一方で、障害者の人口は増加傾向にあ

り、障害の重度・重複化や高齢化も進んでいます。障害者のニーズは、障害の種類や程度などに

よりさまざまであり、障害者を取り巻く生活課題も増大、多様化しています。そのような中で、障

害者の自立と社会参加を公的サービスだけで支えていくことは難しいため、地域全体で支える仕

組みづくりが必要です。今後は、相談支援体制の充実や各種支援サービスの利用による自立・社

会参加の促進、障害者を抱える家族の負担軽減や就労支援など、さらなる施策の充実を図り、障

害のある人々が住み慣れた地域の中で、地域社会の一員として、自分らしい生活が送れるよう、

地域が一体となって支援していくことが求められます。

■	基本方針

●	障害者が地域で安心して暮らせるよう、きめ細かなサービスの充実を図ります。

●	障害者の権利擁護と自立支援、社会参加の促進に取り組みます。

■	施策の体系

障害者福祉の充実 　 　 障害福祉サービスの充実　
　
　 障害者の社会参加促進　
　

61

■	施策の展開
（1）障害福祉サービスの充実

計画事業名 事業内容 担当課

館山市障害者計画の推進
　障害のある人もない人も、ともに住み慣れた地域でいき
いきと、安心して暮らせるまちづくりを目指し、『第４次館
山市障害者計画』を推進します。

社会福祉課

障害者支援に関する事業

　『障害者総合支援法』に基づき、障害の状態に応じた
各種福祉サービスの給付を行います。
　また、心身障害者（児）医療費の給付を行います。
　さらに、居宅や施設において、食事や入浴などの介護
や日常生活上の支援を提供することにより、障害者等の
生活の安定と自立支援を図ります。

社会福祉課

障害児支援に関する事業

　『児童福祉法』に基づき、障害児通所等給付事業を行
います。
　また、障害児を養育する保護者の子育て支援や経済的
負担の軽減を図るため、放課後デイサービスの利用助成
等を行います。
　さらに、心身障害児の特性に応じた適切な指導や相談
を行い、社会性や知育の向上を支援するため、簡易マザー
ズホームを運営します。

社会福祉課

（2）障害者の社会参加促進

計画事業名 事業内容 担当課

地域生活のための支援
事業

　障害者の社会参加の促進、福祉の増進や権利の尊厳を
守るため、障害者団体に対する支援、福祉タクシーの利
用助成による障害者の外出支援、各種福祉手当の支給、
障害者の権利擁護に関する取組を行います。

社会福祉課

■	成果指標・目標

指標名 現状値 目標値

地域生活移行者数
２人 ※

（平成 24 ～ 26 年度）
５カ年累計
延べ 16 人

一般就労移行者数
１人 ※

（平成 25 年度）
５カ年累計
延べ 12 人

就労移行支援事業の利用者数
９人 ※

（平成 25 年度）
５カ年累計
延べ 30 人

※ 『第４次館山市障害者計画』（平成 27 年３月）策定にあたって使用した基準数値。

基

本

計

画

基
本
目
標
1

子
育
て
・
福
祉
・
医
療

基本目標 1　第 3 節　障害者福祉の充実

館山市では、少子高齢化を受けて人口が徐々に減少する一方で、障害者の人口は増加傾向にあ

り、障害の重度・重複化や高齢化も進んでいます。障害者のニーズは、障害の種類や程度などに

よりさまざまであり、障害者を取り巻く生活課題も増大、多様化しています。そのような中で、障
①現状と課題

　さらに、居宅や施設において、食事や入浴などの介護
や日常生活上の支援を提供することにより、障害者等の
生活の安定と自立支援を図ります。

　『児童福祉法』に基づき、障害児通所等給付事業を行
④施策の展開

指標名 現状値

２人 ※

（平成 24 ～ 26 年度）
⑤成果指標・目標

障害者が地域で安心して暮らせるよう、きめ細かなサービスの充実を図ります。②基本方針

障害福祉サービスの充実③施策の体系



50

　

館
山
市
の
良
い
と
こ
ろ
で
、
一
番
に
言
え
る
事
は
、

人
の
温
か
さ
で
す
。
先
生
や
友
達
、友
達
の
お
母
さ
ん
、

ご
近
所
の
人
な
ど
、こ
ま
っ
た
事
が
あ
る
と
、優
し
く
、

そ
っ
と
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
ま
す
。
お
店
な
ど
に

行
っ
て
も
、
気
さ
く
に
声
を
か
け
て
く
れ
て
、
陽
気

な
人
が
多
く
、
と
て
も
買
い
物
が
し
や
す
い
で
す
。

　

気
候
が
と
て
も
良
く
、
温
暖
な
気
候
で
、
と
て
も

住
み
や
す
い
で
す
。
春
に
は
、
花
が
咲
き
、
一
面
に

広
が
る
菜
の
花
畑
は
、
み
ん
な
を
幸
せ
な
気
持
ち
に

し
て
く
れ
ま
す
。
夏
に
は
、
花
火
大
会
が
あ
り
、
海

面
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
、
水
中
花
火
は
、
最
高
に

き
れ
い
で
す
。
秋
に
は
、
お
祭
り
が
あ
り
、
と
て
も

に
ぎ
や
か
で
、
冬
は
、
空
気
が
と
て
も
気
持
ち
が
良

い
の
で
、
冬
で
も
、
外
に
出
て
、
遊
び
に
行
き
た
く

な
り
ま
す
。

　

館
山
市
は
、
緑
豊
か
で
自
然
が
多
く
、
学
校
で
も

田
植
え
を
や
っ
た
り
、
稲
刈
り
を
や
っ
た
り
と
、
大
人

に
な
っ
て
も
経
験
が
で
き
な
い
事
も
で
き
、し
ょ
う
来
、

九
重
小
学
校 

五
年　

里さ
と
み見　

寧ね

ね

か

々
香

館
山
市
の
良
い
所

＜小学生の部＞

私
の
子
供
に
も
、
こ
ん
な
経
験
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

食
べ
物
も
豊
富
で
お
す
し
や
、な
め
ろ
う
、ア
ワ
ビ
、

じ
ね
ん
じ
ょ
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
新
せ
ん
で
、
お
い

し
い
食
べ
物
ば
か
り
で
す
。

　

館
山
市
の
観
光
名
所
は
、
城
山
、
南
房
パ
ラ
ダ
イ

ス
、
ポ
ピ
ー
の
里
館
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
な
ど
、

歴
史
を
学
ん
だ
り
、
大
人
も
子
供
も
、
楽
し
め
る
施

設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

北
条
海
岸
か
ら
見
え
る
夕
日
と
、
富
士
山
は
と
て

も
き
れ
い
で
心
が
い
や
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ

ひ
、
館
山
に
来
て
、
こ
の
景
色
を
見
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

私
は
、
館
山
が
大
好
き
で
す
。
こ
の
良
さ
を
み
ん
な

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
も
っ
と
館
山
市
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

館山のまちづくり作文コンクール入選作品

優秀賞

※学年は平成 26 年度時点




